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交通アクセス�

■鉄道（最寄り駅まで）
新宿･本川越から･･････西武新宿線→「狭山市駅」下車→西武バス/スクールバス
池袋･飯能･秩父から･･･西武池袋線→「稲荷山公園駅」下車→スクールバス
大宮･池袋から････････JR川越線・東武東上線→「川越駅」下車→スクールバス

■西武バス（約15分）
「狭山市駅」より「武蔵野学院大学」行→終点下車
「狭山市駅」より「日生団地（つつじ野団地経由）」行
または「智光山公園（つつじ野団地経由）」行→「広瀬消防署前」下車 徒歩約10分

■スクールバス
７時台～19時台まで「狭山市駅」「稲荷山公園駅」「川越駅」と大学を結んでいます。
詳細は本学ホームページをご確認ください。

■自動車
圏央道 狭山日高インターから約５分
関越自動車道 川越インターから約20分

３つのポリシー
ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与方針）�
　本学では以下のような能力を身につけ研究成
果をおさめ、かつ所定の単位を修得した学生は、
修了が認定され、修士（国際コミュニケーショ
ン）の学位が授与されます。

（１）国際コミュニケーションの知識と理論
多様化・複雑化する国際コミュニケーショ

ンの理論を中心に、専門性の高い見識を深め、
高度な学識を身に付けた人材。

（２）研究者としての汎用的技能
カリキュラムの多面的履修を通して、知識

基盤社会を支える高度のコミュニケーショ
ン・スキルとして語学、その背景にあるコミュ
ニケーション理論を備え、研究者として問題
を解決に導く姿勢を身に付けた人材。

（３）研究者としての態度・志向性
建学の精神「他者理解」に基づき、研究倫

理を遵守し、研究者として研究計画・研究発
表・研究報告・論文執筆に真摯に取り組む姿
勢を身に付けた人材。

（４）総合的な研究経験を通しての創造性と独自性
　�　２年間にわたる「講義」「演習」を通して身
に付けた専門的な知識を基に、研究指導を十
分に受け、国際コミュニケーションの視点か
らの研究をまとめた修士論文が、知識の活用
能力、批判的・論理的思考力、問題解決力、表
現能力、コミュニケーション能力などを統合
し、これまでの先行研究を踏まえ、十分な実
証が行われ、確かな見識を身に付けた人材。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）�
カリキュラム・ポリシーとは簡単に言えば、本
学の建学の精神、教育理念、養成する人材像を
実現するための基本的な考え方を具体化したも
の。以下のような方針に基づいて博士前期課程
のカリキュラム（教育課程）を編成しています。

１．�知識基盤社会を支える高度なコミュニケー
ション・スキルを備え、我が国及び国際社
会の発展と文化の進展に寄与し、専門性
を構築できる人材養成を目指し、言語 ・

コミュニケーション科目、日本文化・社
会科目、国際文化・社会科目を配置する。

２．�言語・コミュニケーション科目では英語・
中国語又は日本語によるコミュニケーショ
ン能力を国際社会で通用するレベルまで引
き上げ、日本を基盤に置いた国際コミュニ
ケーションを具体化するために、中国語に
おいては日中比較言語の視点よりコミュニ
ケーション能力を高める科目を配置する。

３．�日本文化・社会科目では日本を起点にして
「自己と他者」、「共通性と共感」を意識し、
国際的な視点から見た日本文化・社会につ

いて問題意識と研究課題を持って研究に邁
進するための科目を配置する。

４．�国際文化・社会科目では日本・米国・中国
を中心にして、「自己と他者」、「共通性と共
感」といった国際コミュニケーションに関
する問題意識と研究課題を持って研究に邁
進するための科目を配置する。

５．�しっかりとした勤労観、職業観を持ち、研
究者としての姿勢を身に付け、それぞれが
直面するであろう様々な課題に柔軟にかつ
たくましく対応し、社会人・職業人・研究
者として自立していくことができるように
するため研究指導（発表指導・研究倫理を
含む）を位置付けた。

６．�これまで身につけた知識基盤社会を支える
高度なコミュニケーション・スキル及び専
門性の深い見識を統合し、院生全員に対し
て最終的には修士論文として結実できるよ
う、研究指導教員により細かな研究指導を
行う。研究指導は必修として位置付け、研
究者としての姿勢や社会人として自立でき
るような人間教育を兼ねる。

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）�
　本学では入学試験形態によりアドミションポ
リシーをそれぞれ設けています。

教育目的
　建学の精神「他者理解」に基づき、広い視野
に立って学術の理論及び応用を教授研究し、そ
の深奥を究めて高度な知識基盤社会を支える人
材の育成を図ると共に、高度な学術研究への道
を開き、もって我が国及び国際社会の発展と文
化の進展に寄与することを目的とする。（本大学
院学則第１条より）

求める人材像
①�知識基盤社会を支える高度な知的素養を備え
ようとする人材。
②�「国際コミュニケーション」に関する専門的
知見を高め、これをもって知識基盤社会を支
え、高度な職業的舞台で展開していくスキル
と知識と共に、学術的な知見を深める意欲あ
る人材。
③�高度なコミュニケーション・スキルとして、語
学や、その背景にあるコミュニケーション理
論を備え応用スキルを持とうとする人材。

建学の精神
「 他 者 理 解 」



個人情報の取り扱いについて

　本学では、個人情報については個人のプライバシーを保護し、「個人情報に関わる法律」に基づき慎重に取
り扱っており、出願および入学手続においてご記入いただいた氏名、住所、生年月日等の個人情報について
は、入学試験の実施、合格発表、入学手続およびその他の付随する業務を処理するためにのみ利用します。
　また、入学手続をされた方は、この個人情報を教務事務等で利用し、学友会へ譲渡されます。入学後の個
人情報の取り扱いについては、オリエンテーション等で説明があります。

　自分が取り組む研究内容と上記の人材像が、整合性において妥当であるかどうか。自分が取り組
む研究テーマを指導する研究指導教員がいるかどうかも、事前によく確認してください。

研究内容について

　新型コロナウイルス感染症の状況等により、記載内容に変更が生じた場合は、ホーム
ページ等でお知らせしますので、必ず確認してください。

④�日本文化・社会や国際文化・社会に深い理解
力を身につけ、高度な知的素養を備えようと
する人材。

入学者選抜方法
　武蔵野学院大学大学院では国際感覚を持ち、
国際的舞台や大学、研究機関等で研究者として
活躍しうる学生の受け入れ図るべく、多様な入
学者選抜方法を設ける。上記の「求める人材像」
を踏まえ、教育目標達成にそって各選抜方法で
は以下の点を評価する。

　学内進学者選抜
　�　本学の国際コミュニケーション学部におい
て、教育目標を十分理解し、明確な目的意識
をもって大学生活を送り、「国際コミュニケー
ション」に関する専門的知見を高めてきたか
を評価する。知識基盤社会を支え、高度な職
業的舞台で展開していくスキルと知識素養を
備えるという実践的観点から、将来、研究に
従事でき、高度な実務を担える人材で、修士
論文をまとめることができる人材を求める試
験。面接及び書類審査を課す。

　一般選抜
　�　本専攻の教育目標を十分理解し、明確な目
的をもって研究生活を送ることができるかを
評価する。加えて、その基盤となる力としての
英語力を確認する。知識基盤社会を支え、高
度な職業的舞台で展開していくスキルと知識
素養を備えるという実践的観点から、研究に

従事でき、高度な実務を担える人材で、修士
論文をまとめることができる人材を求める試
験。英語、小論文、面接及び書類審査を課す。

　社会人選抜
　�　社会人として培った経験、その経験から得
たコミュニケーションの力や積極的に物事を
理解しようとする意欲、明確な問題意識を
もって研究生活を送ることができるかなどを
評価する。知識基盤社会を支え、高度な職業
的舞台で展開していくスキルと知識素養を備
えるという実践的観点から、研究に従事でき、
かつ、社会人としての経験を生かし、修了後
は問題意識をもって国際社会や地域社会に貢
献でき、修士論文をまとめることができる人
材を求める試験。小論文、面接及び書類審査
を課す。

　外国人留学生選抜
　�　異なる言語・教育・政治・文化のもとに育っ
た日本語能力の高い外国人留学生を院生とし
て入学させ、修了後は、国際化の進む我が国と
出身国との前向きな交流に貢献でき、かつ我
が大学の伝統を受け継げる人材を確保する。
このため、高度な日本語能力を有し、本学の大
学院教育目標を認識し、将来の自分の専門に
関して強い目的意識と勉学意識を有し、日々
の研究活動に耐え、修士論文をまとめること
ができる人材を求める試験。小論文及び面接
を課す。

　外国人留学生選抜
　�　異なる言語・教育・政治・文化のもとに育っ
た日本語能力の高い外国人留学生を院生とし
て入学させ、修了後は、国際化の進む我が国と
出身国との前向きな交流に貢献でき、かつ我
が大学の伝統を受け継げる人材を確保する。
このため、高度な日本語能力を有し、本学の大
学院教育目標を認識し、将来の自分の専門に
関して強い目的意識と勉学意識を有し、日々
の研究活動に耐え、修士論文をまとめること
ができる人材を求める試験。小論文及び面接
を課す。



申請から発給まで
に１週間～２週間
程度かかります。

申請から交付まで
に１カ月～３カ月
程度かかります。	

※�書類提出の際は、不
備書類がないか、不
足書類がないか確認
をお願いします。不
備・不足書類がある
と、ビザ申請の遅れ
につながりますので、
募集要項等で確認の
上、ご提出ください。

⑧・日本入国ビザ
　　申請
　　（在留資格認定
　　　証明書提出）

⑨・日本入国ビザ
　　発給

④・在留資格認定
　　申請

①・出願書類の提出
　・受験料支払い
　・入学試験を受ける
　・ビザ申請等書類の
　　提出

②・合否通知発送

③・授業料等の支払い
　・入学手続

⑤・入学許可書等発送

⑦・在留資格認定証明書
　　発送

⑩・日本入国
　・大学院入学

⑥・在留資格認定
　　証明書交付

※①～⑩の出願から日本入国までに５カ月程度の期間がかかります。
※�書類提出や授業料等の支払いについて締切期限を掲載しております。書類・授業料等早めのご提出・お支
払いをお願いします。なお、大幅な書類提出の遅延、授業料等の支払い遅延の場合、その後のビザ申請の
遅れにつながり、日本入国・大学院入学遅延の恐れがあることをあらかじめご承知おきください。
※�不備・不足書類が多いものは、経費支弁書、親族関係公証書原本、パスポートの写し、預貯金残高証明書、
それに基づく預金通帳等の写しです。また、全ての書類の住所・氏名等は公証書に記載のとおり記入して
ください。
※�なお、書類提出・授業料の支払い等で不明な点がありましたら、武蔵野学院大学大学院国際センターまで
ご連絡ください。

◆日本留学までの注意事項

武蔵野学院大学大学院　留学までの流れ
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■１　実施研究科
◎国際コミュニケーション研究科　国際コミュニケーション専攻（博士前期課程）
◎修 業 年 限　２年
◎授与する学位　修士（国際コミュニケーション）

■２　募集人数・入学時期
○春入学　４名（日本国内外からの外国人留学生志願者）：２０２２年４月
○秋入学　２名（日本国内外からの外国人留学生志願者）：２０２２年９月

■３　受 験 資 格

　異なる言語・教育・政治・文化のもとに育った日本語能力の高い外国人留学生を院生として入学
させ、修了後は、国際化の進む我が国と出身国との前向きな交流に貢献でき、かつ我が大学の伝統
を受け継げる人材を確保する。
　このため、高度な日本語能力を有し、本学の大学院教育目標を認識し、将来の自分の専門に関し
て強い目的意識と勉学意識を有し、日々の研究活動に耐え、修士論文をまとめることができる人材
を選考する。

必要条件
　次のⅠおよびⅡの条件を満たし、かつ①～⑤のいずれかに該当する者。
Ⅰ　�外国籍を有し、独立行政法人国際交流基金もしくは財団法人日本国際教育支援協会が実施する「日
本語能力試験」Ｎ１（旧１級）に合格していることを目途とし、同試験Ｎ１（旧１級）合格と同
等以上の日本語能力を有していること。

Ⅱ　�「出入国管理及び難民認定法」第２条の２の別表第１に規定する「留学」の在留資格を有する者、
および入学後、「留学」の在留資格を得ることができる者。

　①　�外国において学校教育における16年の課程を修了した者、または2022年３月（春入学）もしく
は2022年９月（秋入学）までに修了見込みの者。

　②　�外国人留学生として日本の大学を卒業した者、および2022年３月（春入学）もしくは2022年９月
（秋入学）までに卒業見込みの者。または専修学校の専門課程で文部科学大臣が別に指定するも
のを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、および2022年３月（春入学）もしくは2022年
９月（秋入学）までに修了見込みの者。

　③　�外国において、学校教育における15年の課程を修了して大学学部を卒業した者で、当該大学で
履修した単位のうち、本学が定める所定の単位について優れた成績をもって修得したものと認
めた者。

　④　文部科学大臣の指定した者。
　⑤　�本学において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で、2022年４月１日（春入学）もしくは2022年９月１日（秋入学）までに満22歳に達する者。

※過去に日本での不法滞在歴・犯罪歴（親戚を含む）がある者は出願不可とします。
※高等教育自学考試（専科）は日本の大学の学歴には相当しません。
※�大学と称していても中国政府（教育部）が認めている教育機関でない場合には、日本の大学の学歴
には相当しません。

外国人留学生選抜（博士前期課程）で求める留学生像
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■４　出 願 書 類

番号 項　　　目 摘　　　　　要

（１） 入 学 志 願 票（所定用紙） 写真１枚　縦４cm×横３cm（上半身、正面、無背景）3カ月以内
に撮影したものを指定欄に貼付してください。

（２） 入 学 志 願 者 調 書
（ 所 定 用 紙 ）

写真１枚　縦４cm×横３cm（上半身、正面、無背景）3カ月以内
に撮影したものを指定欄に貼付してください。
所定用紙に日本語で記入してください。学歴を小学校から記入し
てください。なお、職歴にはアルバイトは含まれません。

（３） 受 験 料 本学所定の受験料振込用紙に住所、氏名等を記入し、入学志願票（副
票）に取扱銀行収納印の押印を受けてください。

（４） 研 究 計 画 書（所定用紙） 本学所定の用紙にボールペンを使用し、日本語で記入してください。

（５） 卒 業 証 書 および
卒 業 証 明 書 もしくは
卒 業 見 込 証 明 書

最終出身大学の卒業証書の複写１通と卒業証明書原本１通もしく
は卒業見込証明書原本を１通提出してください。なお、日本語以
外で記載されている場合は、日本語訳も同時に提出してください。

（６） 成 績 証 明 書

国内志願者の場合（該当者のみ）
現在、日本で学校等に通っている場合、または通っていた場合は、
成績証明書原本を１通提出してください。入学から卒業までの各
学年別に記載されたものを提出してください。
海外志願者の場合（該当者のみ）
最終出身大学の成績証明書原本を１通提出してください。なお、日本
語以外で記載されている場合は、日本語訳も同時に提出してください。
入学から卒業までの各学年別に記載されたものを提出してください。

（７） 在 留 カ ー ド 両面の複写を１通提出してください。海外志願者は入学後提出し
てください。

（８） 身 元 保 証 書（所定用紙）

海外志願者の身元保証人は原則として父親もしくは母親にしてく
ださい。母国語で記入し、日本語訳も同時に提出してください。
国内志願者の身元保証人は原則として東京近郊に在住する日本人
もしくは日本に永住している外国人にしてください。日本での身
元保証人がいない場合は、（９）の預貯金残高証明書・預金通帳の
複写１通によって代えることができます。

（９） 預 貯 金 残 高 証 明 書

預貯金残高証明書は原本を１通提出してください。また、提出さ
れた預貯金残高証明書の名義人は志願者本人あるいは学費負担者
でなければいけません。なお、預貯金残高証明書の基になってい
る、預金通帳の複写（全ページ）も１通提出してください。（預金
通帳の名義人も志願者本人あるいは学費負担者でなければいけま
せん。）海外志願者のみ預貯金残高証明書 ･預金通帳、もしくは定
期存単の複写を１通提出してください。

（10） 公 証 書 原 本
（ 海 外 志 願 者 の み ）

親族関係を証明する公証書原本を１通提出してください。なお、日本
語以外で記載されている場合は、日本語訳も同時に提出してください。

（11） 経 費 支 弁 書（所定用紙）
（ 海 外 志 願 者 の み ）

所定用紙（本学・東京出入国在留管理局提出用）に母国語で記入
した上で、別紙（Ａ４版用紙）に日本語訳をそれぞれつけてくだ
さい。入学試験合格者のみ提出してください。

（12） 健 康 診 断 書（所定用紙） 公的医療機関の医師により記載されたものを提出してください。
海外志願者は入学試験合格者のみ提出してください。

（13） 大学院奨学金申込書（所定用紙） 所定用紙に日本語で記入してください。

（14） 証 明 写 真
（ 海 外 志 願 者 の み ）

入学志願票に貼付したのと同じ写真を 10 枚提出してください。
（写真の裏に名前を記入して提出してください。）

（15） パ ス ポ ー ト の 写 し
（ 該 当 者 の み ）

氏名、生年月日、パスポート番号、写真、有効期間、出入国歴が
わかるページをコピーしてください。
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番号 項　　　目 摘　　　　　要

（16） 在 学 証 明 書

国内志願者の場合（該当者のみ）
来日してから今現在まで、日本で学校等に通っている場合、また
は通っていた場合は、左記の書類を１通提出してください。
海外志願者の場合（該当者のみ）
現在在学している学校・機関が発行した在学証明書原本１通およ
び日本語訳を提出してください。

（17） 出 席 率 の 証 明 書
（ 国 内 志 願 者 の み ）

（該当者のみ）
来日してから現在まで、日本で学校等に通っている場合、または
通っていた場合は、左記の書類を１通提出してください。

（18） 日 本 語 能 力 試 験 等 の
成 績 認 定 証 明 書
ま た は 合 格 証

（該当者のみ）
日本語能力試験Ｎ１（旧１級）の資格をもっている者、もしくは
実用日本語検定試験（J-TEST）Ｃ級以上の資格をもっている者は、
その成績認定証明書または合格証の複写を１通提出してください。

出願上の注意事項
※日本語以外で記載されている証明書類は必ず日本語訳をつけてください。
※出願書類のうち、所定用紙以外のものには、右上に本要項３ページ～４ページ「４　出願書類」に
記載してある（１）～（18）の番号を記入してください。
※日本語学校・専門学校は最終出身校にはなりません。
※過去に来日したことがある者は、事前に申し出て、パスポート全ページの複写を１通提出してください。
※文字を記入する際は、全てボールペンを使用し、はっきりとていねいに書いてください。
※複写資料は全てＡ４版にしてください。
※提出する資料はホッチキス等でとめないでください。
※出願書類は（１）～（18）までの必要なもの全てを揃えた上で出願してください。なお、出願期間
内に諸事情により揃えられない場合は、ご相談ください。
※在留資格認定申請の際には出願書類に基づいて申請をしますが、前記以外の書類を提出してもら
うことがあります。（海外志願者のみ）
※在留資格認定申請の際には、東京出入国在留管理局より出願書類の原本提出を求められることも
ありますので、出願書類については十分確認した上で提出をしてください。
※出願書類は、ていねいに記入し、誤記、記入漏れなどがないように、十分注意してください。
※一旦受理した書類、諸費等は、特別な場合を除き、返還しません。

■５　出 願 方 法

○本学窓口受付
　平　　日　　９時～16時
　土 曜 日　　９時～13時
※日曜日・祝日および2021年12月28日（火）～2022
年１月４日（火）は、受付をいたしません。

○郵　送
　書留または書留速達で出願期間内必着にて
送付してください。

郵送先：〒350－1328
　埼玉県狭山市広瀬台3－26－1
　武蔵野学院大学大学院
　　教務部・国際センター　入試係

○本学の出願の窓口となっている外国の大学・
機関を通じる場合は、その留学担当者に直接
申し込んでください。
　①中国大連地区
　　（�大連外国語大学日本語学院・ソフトウェ

ア学院）
　　（大連外国語大学国際教育培訓中心）
　②中国北京地区（北京中日青年交流中心）
　③中国杭州地区
　　（浙江工商大学東方語言文化学院）
　④中国長沙地区

○上記以外の場合は、直接本学へ申し込んでく
ださい。

国内募集 海外募集



05

　　　　　春入学１期　２０２１年１０月１４日（木）～２０２１年１０月２８日（木）
　　　　　春入学２期　２０２１年１２月　９日（木）～２０２１年１２月１６日（木）
　　　　　秋入学１期　２０２２年　４月　４日（月）～２０２２年　４月１４日（木）

　　　　　�新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2022年度春入学の募集については、見送
らせていただきます。なお、2022年度秋入学の募集については、現在未定です。実施決
定次第、本学ホームページ等で告知します。

■６　出 願 期 間
国内募集

海外募集

■７　選考方法・試験日時・配点
○選考方法
●書類審査　●小論文　●面接試験

○試験日
　　　　　春入学１期　２０２１年１１月　６日（土）
　　　　　春入学２期　２０２２年　１月　８日（土）
　　　　　秋入学１期　２０２２年　４月２３日（土）

　　　　　�新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2022年度春入学の募集については、見送
らせていただきます。なお、2022年度秋入学の募集については、現在未定です。実施決
定次第、本学ホームページ等で告知します。

○試験時間割・試験科目・配点

　　　　　※書類審査（研究計画書等）の配点は100点です。
　　　　　※入構開始時間は８時40分です。
　　　　　※９時45分から試験ガイダンスを行います。（９時40分までに入構してください。）
　　　　　※原則として試験開始後30分を経過した場合は、受験を認めません。
　　　　　※受験票、筆記用具を持参してください。

　　　　　※書類審査（研究計画書等）の配点は100点です。
　　　　　※入構開始時間は７時40分です。
　　　　　※８時45分から試験ガイダンスを行います。（８時40分までに入構してください。）
　　　　　※原則として試験開始後30分を経過した場合は、受験を認めません。
　　　　　※受験票、筆記用具を持参してください。

　　※特に小論文では志願者が最近読んだ書籍・論文等について問う場合がありますので、ご承知
おきください。なお、執筆者、書名等をしっかりと明示できるようにしておいてください。

国内募集

海外募集

国内募集 時　　　間 科　　　目 配　点
10時00分 ～ 11時00分 小論文 100点
11時20分 ～ 　　　　 面　接（面接用紙記入を含む） 100点

海外募集 時間（現地時間） 科　　　目 配　点
９時00分 ～ 10時00分 小論文 100点
10時20分 ～ 　　　　 面　接（面接用紙記入を含む） 100点
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■８　受　験　料
○１０，０００円（消費税は非課税）

先方銀行：飯能信用金庫　狭山西支店
受取人
預金種目：普通預金
口座番号：２０４０２３１
口 座 名：（学） 武蔵野学院
住　　所：埼玉県狭山市広瀬台3－26－1
金　　額：日本円で１０，０００円
　　　※電信扱いで振り込んでください。

国内募集

国内募集

海外募集

海外募集

※海外募集の場合、本要項添付の振込用紙は使用せず、上記の口座へ直接振り込んでください。
※本学の出願の窓口となっている外国の大学・機関からの出願者は、該当する大学・機関を通して
本学に納入してください。
※振り込みの場合、振込手数料は志願者負担となります。

Account with Bank THE HANNO SHINKIN BANK SAYAMA NISHI BRANCH

Beneficiary
PAYEE （GAKU） MUSASHINO GAKUIN

RIJICHOU TAKAHASHI NOBUO

ACCOUNT
NUMBER １２５３－０１５－２０４０２３１

Through

SHINKIN CENTRAL BANK
INTERNATIONAL OPERATIONS CENTER

ADDRESS： 9-1 HONMURA-CHO, ICHIGAYA, 
SHINJUKU-KU, TOKYO 162-0845, JAPAN

SWIFT CODE： ZENBJPJT
AMOUNT JAPANESE YEN ￥１０，０００－
BANK CHARGE APPLICANT'S  ACCOUNT
MUSASHINO GAKUIN
UNIVERSITY ADDRESS

3-26-1 HIROSEDAI, SAYAMASHI, SAITAMA 350-1328,
JAPAN

■９　試 験 会 場

○武蔵野学院大学大学院内
　埼玉県狭山市広瀬台3－26－1

①中国・大連
②中国・北京
③中国・長沙
④中国・杭州

※国内募集の場合は、本要項添付の振込用紙に
よって受験料を納入後、 本学に提出してくだ
さい。 
　（一旦納入された受験料等は、 返却いたしま
せん）
※本学窓口で納入する場合も本要項添付の振込
用紙を使用してください。 
※振り込みの場合、 振込手数料は志願者負担と
なります。 
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■１０　合 格 発 表
　春入学１期　２０２１年１１月１８日（木）
　春入学２期　２０２２年　１月１３日（木）
　秋入学１期　２０２２年　５月２１日（土）

　　※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2022年度春入学の海外募集については、見送
らせていただきます。なお、2022年度秋入学の海外募集については、現在未定です。実施決
定次第、本学ホームページ等で告知します。

　　※本学の出願の窓口となっている外国の大学・機関を通じて受験した者については、その留学
担当者宛に合否通知（合格発表日に発送）を送付します。それ以外の場合は、本人宛に合否
通知（合格発表日に発送）を送付します。

■１１　入学手続締切日
　　　　　春入学１期　２０２１年１２月　９日（木）
　　　　　春入学２期　２０２２年　１月２７日（木）
　　　　　秋入学１期　２０２２年　６月　２日（木）

　　　　　�新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、2022年度春入学の募集については、見送
らせていただきます。なお、2022年度秋入学の募集については、現在未定です。実施決
定次第、本学ホームページ等で告知します。

　　※授業料を入学手続締切日までに本学の口座に直接振り込んでいただきます。（本要項６ページ
の「８　受験料　海外募集」に準ずる。）

　　※入学手続完了後、本学より「入学許可証」を送付します。
　　　＊なお、海外からの送金については、授業料の他に振込手数料・海外送金手数料等が「自己

負担」となりますので、あらかじめご了承ください。
　　　＊上記の入学手続締切日までに、別表（８ページ参照）に記載してある学納金を本学所定の

振込用紙で振り込んでください。
　　※海外志願者については、東京出入国在留管理局より「在留資格認定証明書」が発行されない

場合、または日本の在外公館（大使館および領事館）でビザが発給されない場合は、入学許
可が取り消されます。その場合、振り込んでいただいた授業料については、返却いたします。
その際の返却手数料（日本国内外）につきましては、本学で負担します。

　　※東京出入国在留管理局の審査は、書類の正確さが求められますので、あやまりのない記入、記
入もれのないようにお願いいたします。東京出入国在留管理局への手続きは、書類が完全に
揃った合格者より順次行いますので、書類は正しく、そして、期限を守って提出してくださ
い。

国内募集

海外募集
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■１２　学納金（入学金・授業料等〈通常の場合・本学独自の奨学金付与の場合〉）

＊武蔵野学院大学の学友会に入会していた者は、「学友会入会費」を除いた額を支払うことになります。
＊「諸経費」：前年度の実績で「学生教育研究災害傷害保険（（財）日本国際教育支援協会）」（1,750円）、

「学研災付帯賠償責任保険（（財）日本国際教育支援協会）」（680円）を合わせた費用です。
差額が出た場合は、入学後に精算いたします。

＊保健衛生費（健康診断費）は別途徴収いたします（2,200円　前年度実績）。
＊２年次は、上記の表の費用から「入学金」「学友会入会費」「校章代」「諸経費」を除いた額が必要と
なります。
＊奨学生として採用された場合は、「12　学納金」の項に記載された奨学金付与の場合の金額となります。
＊学納金について申し出があった場合、１年次後期分以降の分納を認めます。
＊期間内に全期分もしくは前期分を所定の振込用紙で振り込んでください。（秋入学の場合は、前期分
を秋期分、後期分を春期分と読み替えてください）
＊前期分のみを振り込んだ場合、後期分は2022年９月30日（金）〔春入学〕、2023年３月31日（金）〔秋入学〕
までに納入していただきます。
＊入学を辞退する場合は、2022年３月31日（木）12時（春入学）、2022年９月10日（土）12時（秋入学）ま
でに所定の書式に従って書面で申し出てください。申し出があった場合は、受験料・入学金を除く
学費を返却します。その際の返却手数料は辞退者の負担となります。

通　常　の　場　合 奨学金付与の場合

全　　　額
納入の場合

前期分（秋期分）
のみ納入の場合

後　期　分
（春 期 分）

全　　　額
納入の場合

前期分（秋期分）
のみ納入の場合

後　期　分
（春 期 分）

入 学 金 180,000 180,000 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

授 業 料 630,000 315,000 315,000 441,000 220,500 220,500

施 設 費 170,000 85,000 85,000 120,000 60,000 60,000

小 計 980,000 580,000 400,000 561,000 280,500 280,500

学友会入会費 20,000 20,000 　　　　 20,000 20,000 　　　　

学 友 会 費 12,000 6,000 6,000 12,000 6,000 6,000

校 章 代 400 400 　　　　 400 400 　　　　

諸 経 費 2,430 2,430 　　　　 2,430 2,430 　　　　

小 計 34,830 28,830 6,000 34,830 28,830 6,000

合 計 1,014,830 608,830 406,000 595,830 309,330 286,500

備 考

◎奨学金の種類について
　①入学金の一部免除（入学時）
　　入学試験における成績優秀者には入学金「180,000円」の全額または一部を減免
　②授業料減免（1年次、２年次）授業料の30％を減免
　　１年次においては入学試験における成績優秀者
　　２年次においては出席状況および成績優秀者
　③施設費減免（１年次、２年次）「50,000円」を減免
　　１年次においては入学試験における成績優秀者
　　２年次においては出席状況および成績優秀者

◎奨学金の申し込み（所定用紙）は、入学志願票の提出と同時に行ってください。選考結
果は合格発表時に通知します。

（単位：円）
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■１３　本学以外の奨学金などの例
外国人留学生奨学生募集（平和中島財団）
　＊給付額：月額 100,000円（前年度実績）
　＊対　象：�応募時に日本の大学院に在籍する学生で、2022年度に正規課程に在籍予定の者で、在留

資格が「留学」である者。

財団法人ロータリー米山記念奨学生募集（財団法人ロータリー米山記念奨学会）
　＊給付額：月額 100,000円（前年度実績）
　＊対　象：�応募時に日本の大学院に在籍する学生で、2022年４月に博士前期課程２年目に在籍する

者で、在留資格が「留学」である者。

※詳細は主催する団体に確認してください。なお、本学は選考に関与しません。

■１４　入学試験受験資格審査を希望する者
　本学の各入学試験の出願期間の６週間前までに申し出てください。
　所定の受験資格認定申請書を送付いたします。なお、審査には原則として面接を行います。詳細
は本学教務部にお問い合わせください。

■１５　そ　の　他
＊海外志願者については、アパートを斡旋します。
＊国民健康保険に加入していただきます。国民健康保険料：年間32,000円（狭山市の場合：前年度実

績）ただし、居住する市区町村によって金額が異なります。
　また、前年度の収入がない場合、申告をすれば保険料の軽減措置が受けられる場合があります。
＊「研究計画ハンドブック」を用意してありますので、適宜ご活用ください。（国際センターに申し
出てください。）

■１６　長期履修生について
　本学では、修業年限を３年～６年とする制度を設けています。希望する場合には、事前相談をし
た上で、長期履修申請書を提出する必要がありますので、本学までご連絡ください。
※留学生の場合には、ビザの申請もありますので、慎重に検討してください。

■１７　学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症について
　試験の当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（インフルエンザ・麻疹等）に
罹患し、治癒していない者は、他の受験生や試験監督者等へ感染する恐れがあるため、受験をご遠
慮願います。
　これにより受験できなかった場合でも、原則として追試験・再試験等の措置、受験料の返還は行
いません。あらかじめご了承ください。
　ただし、新型コロナウイルス感染症の状況等により、追試験の実施等を行うことがあります。
また、所定の試験日程の変更や新たな日程での選抜試験の実施等を行うことがあります。この場合、
直ちに本学ホームページで周知しますので、必ず最新情報を入手してください。



10

■１９　入学志願票記入例
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※記入文字は全て黒ボールペンで記入し、はっきりとていねいに書いてください。
※学歴で大学を記載する場合には、学部（学院）、学科等も記載してください。

■１８　問い合わせ先

武蔵野学院大学大学院
　教務部・国際センター 入試係
　　○ T e l. ０４－２９５４－６１３１

　　○ Fax. ０４－２９５４－６１３４

　　○ E-mail　kokusai_center@u.musa.ac.jp



���� ���

�

����

���� �������	
� ���

� ���

���	 
� � 
 � �

����

���������

	
��
�����

����������

����
�������	
���
� �� 


� ��� �

� � �
�

 !" # $ %&'( ) )

* + �������  

�������	

,$�-./01234567895:
;$
<0��6123=7895:
>$?@AB@CDEFGH45IJC
3=7895:

K$LLC1M9NOPQRS0T2?��.UVTWX
YZT2?[\T].^.�_`abcdef`aO
gC.hij3TkQ.lm47]Nno.jpCj
5OqTrstCuv`aLw0xqyz{:

|$}~����6123=7895:

�
�
�
�
�

�
�

	



�

�



�
�

�
�

�  !" # $

�
�

�
�
�
�
�
�



�

�



�
�

�
�

�	
��


�

�
�

�  !" # $

�
�

� ? F G#��6123=7895$ ?��T?�T?�T��T���


 � �b � ? �


 � �b � ? �


 � 2? ��?�


 � 2?A�2?


 � �b#��$A��#��$A�?


 � 2?A�2?


 � �b#��$A��#��$A�?


 � 2?A�2?


 � �b#��$A��#��$A�?


 � 2?A�2?


 � �b#��$A��#��$A�?

�
�

� B F G#��6123=7895$ ���T����


 �# $


 �# $


 �# $


 �# $

��
��

�?

�k�?�T��?�T�?���� �4¡C�+3=
5a¢W0T?�A£�¤��d123=7895:

� � � � � � �

������ ���	
�	�	


�������	
��
�� �������	
���� ��������

¥¦.§�¨�C©5= #ª$xa# « 
 � �¬ 
 � �$ #­$45



������

���	
��
��
� � � �

���	


� � � � � 
 � �

������

�������������� �

���	����� ���	


!"#$%&'()���%*+,-./012345���678��,"9:;<=>?@

A6/$*()��BC*D/E*FG,�HI���678��,"9:;<=>?@

01J2345, #KL:I/MIDKLNO $PKL/MIDQRA:

����

� ��

STUV W X
Y��Z

�������	
���
�

[ 


\ ]^_`



�����
����

� �
� 	 
 �

�
���

� �
� 	����

�������	
���
�

� �
� �
� 	

� �

� � �

�������	

����� !"#$%&'()*&+

,�#-./012�3��456789:;<=>?�@ABCDEF*GHI�JKALME"N$E()*&+

O��	
��
���PQR�ST!U V$E()*&+

W���452!
���
��������������

X�Y�ZR[\']7V*^E&�_`abc'd^eFfg�hijkl'mn$o��452
�pqArMC
+o)$F��������� !������

s�YYH"N*^otuvw!F#-xy�z{FT|}~F#-��FI�����
���A��

�oMH���[$F�u��;%(I^���[�H[&ocF��0Hp�
�YV!dcC��+

�������k'"#$E()*&+

�

����

��I����;�

,�#-����c��H�&E

������ ���	
�	�	


�������	
��
�� �������	
����

��������

���� ���xy�` �������	
� ���

� ���



�������	
��
�

� � � � � �
� � � �

�������	
���
�

� �

� ����



� � � � �

���� ���

� ����
����������� 	
���
����

��	
�

� 


� � � � �� � � �

��	
��


 �

�������	
��
 ������������������� !"#$%�&'()*��

+,�-.�%)*/�012�&'345#)(67

�89:��;<%=>�?@)�ABCDE�FG�HIJ5$%7

�8
��
�=>�?@)��K�LM6NOPQR6N$%7

�8
��
�A�S��TU�VWXT�YFT�ZT�[\�&5*]^�_&$%7

�8X`�abc�d46N$%7

�8ae34f��g>%)*hijk�Al6N9:f_)m�9:�nl)*5NE�f

opN$%7

�8qErs�tu��ae34f��g>%)*vw(#�xysrz{opN$%7

| �

� � � 
 � � � �

� � � � �� � � �� �

� � �
����

� �

 !"#$%��
����

&�'()*+,-./

� � � � �
0 1211�3�4� 5 6789

0 1211�:�12� 5 6789

;

;

0 ���

0 ���

�������	
��
����
�

��
������������
 �!"�#$%&�'()*+
, ���
�

-�..�	/�,01234�!
�56�78!9:;<!
�=>!?�@�ABCDEF+GHCD
0I��JKL�!M2�NO��?,PQ�LR�L
0S!TUV�WXCD.Y�ZS[\]�

^�_`abcd�	
� ���
�



� � � � �

���� ������

� ����

� �

�����

	
��

�

�� 
 � �	� �

��	
��
 �

����������������
�  !
"�#�$

�%&'(��)*+#��,�-��./*

%&'(�012%345678..9��%&'(:;�<=>?6#+7@

�

AB%&�'(4012�%3 �������	
��
����	������������������� !"�#$%�&
�'�C�D,�"#>EFG=@

HB%&'(:;

��%&'(���� ����������I��<=>�-��./*%&4'(78

�.4?6#+7@

+�������� JKLMNOPQ�$���RS?6T+���U�V�WSXY�RSZ[�

%&'(Z[��\G]�9���^#_,�	`&_�'(Z[46ab�78Tc4de#+7@

�

�A�f & g�hi
j.h
K k

�H�	 ` & �l k

�m�'(no �p�RShq*rs_'(no4tuv��\#>EFG=@
�w�C�D,�"#>EFG=@

%&'(��e�Tc�px�yz?T{.|}~�4�"78�.� 
 � �

~ � �

���

� ����� �

f	.���

�������

� ���

� ���

A�������"#)=,EFG=@
H�����\G]��U����"f���[�������"f���������78��4��78
����s� #��U�|¡)E�]¢£� ¤� =�*�¥¦��d§78�.�¨*+©ª@

m�«¬­®¯°,�"#>EFG=@



� � � � �

���� ������

� ����

��	
��
 �

�������	
���
���
� � �
�����

����������������
� !�

�����"#$�%&'()*  +������,-�./01(��)2




34�����&"#$��% �������	
��
����	������������������� !"�#$%�&
�'�5�6�
��0789/2

:4����,-

�;�����<=> ��	
���
��?��./0��
� !���&��)*

� &1(��)2

���	
�����@ABCDEFG�����HI1(J����K=L�MINO;HIPQ�

����PQ�
R9S�+�>�T�U��VW�U���PQ&(XY�)*JZ&[\��)2




;3>] � ^_`abc `bA d

;:>V W � _e d

;f>��gh ;i>HI`j�klU��gh&mno�
R�0789/2
;p>5�6�
��0789/2

�����;\qJZ;ir>st1Ju vwxy&
�)*� > b _ 


x y z

{|}

< =;~=> �

]V ���

�������	
��
���

3>�����
���/�789/2
:>���
R9S��K�����]���Q��������]���������)*��&��)*
����l�����K�v��7�S�������/���� ��[¡)*� �¢��£¤2

f>¥¦§¨©ª�
��0789/2

� «

¬q�<=

Vb_

­®

¯° b _ 
V; >



� � � � �
��������	��
���	���

���� ����

� ����

��	
��
������������������	
������

����	���
����������

�����������	�
�
��

��	
�
�
���

��
����

����
�
�������� �

!"
�
���#
$��%�

&'(
)**��++�

�������� !"#$%&'(%)#*%+#,*"

,-./��0 � 1� 234.�$��*�%5�

67.8��0 � 9

:;.<%�+�0 �

=>.8�� �?�1����1���#@AB.8�� 1����1���#

C.D���

E.F�0 �

G;./�
��#0

BH.����
$@ IJ.K�5
���*

LM.N�$��OP$�#*#�++

BH.����
$@ QH.K�5
���*

RSTU.N
5
1��%���$�1������#

BH.����
$@ QH.K�5
���*

VW.�5��1 

BH.����
$@ QH.K�5
���*

-�./0��%"+ #"+,1!2�&3%"3#*4#$%+35#+ 6,1

%*47#&&#*4%+3,713$,831!

XY.Z?P��1?$�+�+ [ \ \ ]

^_`a.b
$
��
 [ \ \ ]

cde.f+%1 �+�+ [ \ \ ]

ghih.<5�$�5+% [ \ \ ]

jkl.m�*#�%*�+�
+�+[ \ \ ]

nokl.N
�*�
1*�+�
+�+[ \ \ ]

pqe.��
P���+ [ \ \ ]

arstu.��?0)$$��0%[ \ \ ]

vwxwyze.{� ��1���?#�1
P$�*�+�
+�+

[ \ \ ]

9�:;<=>?@@A��BCDE<FGHIJK���LMB���13"3*+4#"3%"32N�&3%"343"$1#O3#*43+%#&P

Q�RSTUV���W 3"+XY1%!3(%)#*%+#,*

|}.����
$ ~��.{P+���
���# ~��.b�*�1
$���
���#�

�����.�
������
��#
���#��� � � �

(�.��+1��P�� �1�#*����#��
55$�1
#��+$?#0+�

Z�:;G��[\E]G^_`M��a4#%b*,"3+ 3%cc&#$%*+d" 3%&+ %*4c !"#$%&$,*4#+#,*"%"7,&&,5"2

�.<�1�$$�#� �.���* �.�
�� ��.f���

e�fgG��[hE<ifjk?lm
n�@op@��q,!,r+ #*s+ 3%cc&#$%*+d")34#$%&$,*4#+#,*#"

%$$3c+%O&37,1 #)t 31+,"+r4!#*u%c%*v

�.��+ ��.��

w�FGxGy�z{�|*!,+ 3113)%1s"2

��G}~<��G^_��n���J��MB��a 313O!$31+#7!+ 3%O,834#%b*,"#"�

�����.�
����� � � � ��.��0#
�?���

��
�.f %+�1�
#�+#
���#f��#�� '(.f %+�1�
#�+
**��++�

�����.{���1�\K#+���?���#� ����.��
$�

(��.)**��++�

�������	
��
����
�

�����	����������
�� �!"�#$%&�
�'(�)�*�+,-./0123-.
�4��567��8��9:��)�;<�7=�7
�>�?@A�BC-.�D�E>FGH�

  ���

  ���

����������� 	
���
����



��������	

���� ����

� ����

��	
���
�������������������������� �!

�"�#�$%��&���
��'()*���+�	���,��-.�/0

123�45���/6��789�:!�;6�<=�����&

2��>?7?@AB	CD$��EF&

�������	
��
��������� �
�����
�����

� !"#$""% &

'()*+ �

������
����
���
* + �

� � � � � �

�������	
��
��������������������

��������������� ���������������

 �!"#$%��&��������

,�-"������
./01234567
89
:;�<������=�����

>�"?@A)
�BC

��	 
 ����
���

��� � ����

��� � ������ ��

GHIJ7KL�?
7;6M

������ �� �

�-"�
�
�BC�6D$"#�EFG6�HIJ
K
LMNOB0GP��

����������� 	
���
����

N � !

N " !

�������	
��
����
�
�����	����������
�� �!"�#$%&�
�'(�)�*�+,-./0123-.
�4��567��8��9:��)�;<�7=�7
�>�?@A�BC-.�D�E>FGH�

I�JKLMNO�	
�P���
�

�=QRST U V Q



� � � � �

�

����
� ��	
�

�������	
���
�

� 
 �
� � � �

����

� � �

�

�������	�
��
���
��������������� 

� � �

� �

������

� �

� �

�

 !

" #

$% !

" # 

&��'()*+,-./0123/4

5�667+839:;<=>*?,@AB(CD?EFGH?,@IJ?K(L(MNOPQRSTUOP:V7(WXY-?

Z<([\.1K9]^(Y_7Y/:`?ab�7cdOP6e*f`ghi4

���� ���

�

����

ABjk �!"#$%&'()�$*+�$,

�	
�

�
���������

����������

���� !"#$#

������ ���	
�	�	


�������	
��
��
�������	
���� ��������

������	
��
������

�

�
�
�
�
�
�

������

���	
�	�	

�������	
��
��
�������	
����

����������������	

AB
jk �!"#$%&'()�$*+�$,
����

� ��	
�
�������	
���
�

�
�
� �

�

����

�

�
	


�
�


� ��

&��'()*+,-./0123/4

5�lmOPno*p0qi0123/4

�
�

�

�

������

���	
�	�	

�������	
��
��
�������	
����

��������
 � �

�

����

&����������� !"
������

5�ABrs5toug07,v-w123/4

x�y+YzS{|-w123/4

}�AB~(����(�Y*0�ghi4

��#$

��%&'(

AB
jk �!"#$%&'()�$*+�$,
����

� ��	
�
�������	
���
�

�
�
� �

&��'()*+,-./0123/4

5�lmOPno*p0qi0123/4

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
	


�
�

��
��
�
�
�
�
 
!
"
#
�
$
%



�

�
�
�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
	


�

�


�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

�
�
<

�
@
�
�
�
�
@
�

�
`
g
e
V

�
�

�
�
�
Y
�
�
�
�
$
�
�

$
%

!
"

#

�
�
�
�
�

�
�

�

�	
��
�

� �

�
�

�
�

�
�

� �

�
�

m
I
�

L
I
�

�
�
�
#

$
%

!
"

#

�
�
�
�


�
�

� � � �
���	


��
�
� �

��������	
��
�������

�	���

�������� �!"#$%�&'"(�

)��� ���*+,"-.)�	���

!
"
&
'
%

�
�

I
�
 

)
*
+

�
�
�
�
�
�

�	
��
�

� �

�
�
�

�
�

�


�
�
�
�

�
�
�
�
�

� � �

�


�
�
 
!
�


"
#
�
�

�
�
�
�
�
�
�

���

$
%
�
&
'
(
)
$
%
*
+

,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
78
6
9

� � �

:
;
$
<

=
>
?
@

��
�

�
�
��

	

�

��


�

A
B
C

D
E

F
G

H
�
I
J
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 



�
�
�
�
�
 

K L M N O P Q R S N P

T U V K L M W



〒350－1328

埼玉県狭山市広瀬台3-26-1

武蔵野学院大学大学院
　教務部・国際センター�入試係
ＴＥＬ ０４（２９５４）６１３１
ＦＡＸ ０４（２９５４）６１３４
E-mail　kokusai_center@u.musa.ac.jp
https://www.musashino.ac.jp

交通アクセス�　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■鉄道（最寄り駅まで）
新宿･本川越から･･････西武新宿線→「狭山市駅」下車→西武バス/スクールバス
池袋･飯能･秩父から･･･西武池袋線→「稲荷山公園駅」下車→スクールバス
大宮･池袋から････････JR川越線・東武東上線→「川越駅」下車→スクールバス

■西武バス（約15分）
「狭山市駅」より「武蔵野学院大学」行→終点下車
「狭山市駅」より「日生団地（つつじ野団地経由）」行
または「智光山公園（つつじ野団地経由）」行→「広瀬消防署前」下車 徒歩約10分

■スクールバス
７時台～19時台まで「狭山市駅」「稲荷山公園駅」「川越駅」と大学を結んでいます。
詳細は本学ホームページをご確認ください。

■自動車
圏央道 狭山日高インターから約５分
関越自動車道 川越インターから約20分

３つのポリシー
ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与方針）� 　
　本学では以下のような能力を身につけ研究成
果をおさめ、かつ所定の単位を修得した学生は、
修了が認定され、修士（国際コミュニケーショ
ン）の学位が授与されます。

（１）国際コミュニケーションの知識と理論
　�　多様化・複雑化する国際コミュニケーショ
ンの理論を中心に、専門性の高い見識を深め、
高度な学識を身に付けた人材。

（２）研究者としての汎用的技能
　�　カリキュラムの多面的履修を通して、知識
基盤社会を支える高度のコミュニケーショ
ン・スキルとして語学、その背景にあるコミュ
ニケーション理論を備え、研究者として問題
を解決に導く姿勢を身に付けた人材。

（３）研究者としての態度・志向性
　�　建学の精神「他者理解」に基づき、研究倫
理を遵守し、研究者として研究計画・研究発
表・研究報告・論文執筆に真摯に取り組む姿
勢を身に付けた人材。

（４）総合的な研究経験を通しての創造性と独自性
　�　２年間にわたる「講義」「演習」を通して身
に付けた専門的な知識を基に、研究指導を十
分に受け、国際コミュニケーションの視点か
らの研究をまとめた修士論文が、知識の活用
能力、批判的・論理的思考力、問題解決力、表
現能力、コミュニケーション能力などを統合
し、これまでの先行研究を踏まえ、十分な実
証が行われ、確かな見識を身に付けた人材。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針）� 　
　カリキュラム・ポリシーとは簡単に言えば、本
学の建学の精神、教育理念、養成する人材像を
実現するための基本的な考え方を具体化したも
の。以下のような方針に基づいて博士前期課程
のカリキュラム（教育課程）を編成しています。

１．�知識基盤社会を支える高度なコミュニケー
ション・スキルを備え、我が国及び国際社
会の発展と文化の進展に寄与し、専門性を
構築できる人材養成を目指し、言語コミュ
ニケーション科目、日本文化・社会、国際
文化・社会科目を配置する。

２．�言語・コミュニケーション科目では英語・
中国語又は日本語によるコミュニケーショ
ン能力を国際社会で通用するレベルまで引
き上げ、日本を基盤に置いた国際コミュニ
ケーションを具体化するために、中国語に
おいては日中比較言語の視点よりコミュニ
ケーション能力を高める科目を配置する。

３．�日本文化・社会科目では日本を起点にして
「自己と他者」、「共通性と共感」を意識し、
国際的な視点から見た日本文化・社会につ

いて問題意識と研究課題を持って研究に邁
進するための科目を配置する。

４．�国際文化・社会科目では日本・米国・中国
を中心にして、「自己と他者」、「共通性と共
感」といった国際コミュニケーションに関
する問題意識と研究課題を持って研究に邁
進するための科目を配置する。

５．�しっかりとした勤労観、職業観を持ち、研
究者としての姿勢を身に付け、それぞれが
直面するであろう様々な課題に柔軟にかつ
たくましく対応し、社会人・職業人・研究
者として自立していくことができるように
するため研究指導（発表指導・研究倫理を
含む）を位置付けた。

６．�これまで身につけた知識基盤社会を支える
高度なコミュニケーション・スキル及び専
門性の深い見識を統合し、院生全員に対し
て最終的には修士論文として結実できるよ
う、研究指導教員により細かな研究指導を
行う。研究指導は必修として位置づけ、研
究者としての姿勢や社会人として自立でき
るような人間教育を兼ねる。

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）� 　
　本学では入学試験形態によりアドミションポ
リシーをそれぞれ設けています。

教育目的
　建学の精神「他者理解」に基づき、広い視野
に立って学術の理論及び応用を教授研究し、そ
の深奥を究めて高度な知識基盤社会を支える人
材の育成を図ると共に、高度な学術研究への道
を開き、もって我が国及び国際社会の発展と文
化の進展に寄与することを目的とする。（本大学
院学則第１条より）

求める人材像
①�知識基盤社会を支える高度な知的素養を備え
ようとする人材。
②�「国際コミュニケーション」に関する専門的
知見を高め、これをもって知識基盤社会を支
え、高度な職業的舞台で展開していくスキル
と知識と共に、学術的な知見を深める意欲あ
る人材。
③�高度なコミュニケーション・スキルとして、語
学や、その背景にあるコミュニケーション理
論を備え応用スキルを持とうとする人材。

建学の精神
「 他 者 理 解 」



国際コミュニケーション研究科
国際コミュニケーション専攻
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